
ようなものですか」に対して、若手教員は「生徒 
に『先生、もっと授業で先生の英語多い方がいい 
と思う！』と言われた時」と回答している。教員 
が初めて教壇に立つとき、何を拠り所にするかと 
いえば、それは自分が今までどのように教わって 
きたかということになる。そうした意味では、先 
述のコミュニカティブな授業への大転換の前に 
英語教育を受けた世代もまた、変わらなければい 
けない世代だということができよう。その意味で 
も若手教員の英語教師としてのこの転機は興味 
深い。一方ベテラン教員は、若い時の自分の授業 
に対する自信は勘違いであったとし、異動を転機 
に「授業は楽しくないと聞いてもらえない」と痛 
感したこととしている。 
 設問(10)「英語教師にとって、特に必要な知識 
を３つ選んでください（選択肢省略）」では、若 
手教員は「英語教育学」「第二言語習得」「国際時 
事」を、ベテラン教員は「英米文化」「英語学」「第 
二言語習得」を選んでいる。２人に共通している 
のは「第二言語習得」のみである。日々の指導の 
中で、学習に成功する生徒と失敗する生徒はそれ 
ぞれどうして生まれるのか、指導者の問題か、学 
習者の要因によるものか、またどのようにして生 
徒の動機付けを高めるかなどについて悩んだこ 
とのない英語教員はいないはずである。そうした 
意味で、第二言語習得理論の重要性に行き当たる 
ことは極めて自然なことであろう。また学校現場 
の研修会では、授業研究などの具体的な指導法に 
ついて取り扱うことが多く、第二言語習得理論に 
ついて学べる機会は多くないことも必要性を感 
じる要因となっている可能性もある。 
 設問(11)「学習指導要領解説はどの程度活用し 
ていますか」では若手教員とベテラン教員ではそ 
の扱いは全く異なっている。若手教員が「それほ 
ど活用していない」と回答したのに対して、ベテ 
ラン教員は「読み込んでいます」と回答している。 
学習指導要領は言うまでもなく英語の指導に関 
する国の基準であり、解説編はその詳細版と言え 
る。しかしながら基準であるため、そこに記載さ 
れていることは極めて大枠的であり、日々の具体 
的な指導法に悩む若手教員の特効薬にはなりに 
くい。書店で販売されている具体的な悩みの処方 
箋となる指導法に関する書籍の方を読み込むと 
いうことは理解できる。しかしながら学習指導要 

領解説は読めば読むほど気付きがあり、学習指導 
要領を原点としながら、他の参考書籍に当たるの 
が好ましいと言える。ベテラン教員は「指導案を 
書くときは必ず当たりますし、たまに振り返りも 
します」とも述べているが、自分の指導に不安が 
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７．おわりに 
今回実施した調査の被調査者である若手教員と

ベテラン教員は、いずれも英語教師としての強い使

命感と高い向上意欲をもった素晴らしい教員である。

本調査から、若手教員からは、自分の英語力や指導

力に今一つ自信がもてず日々悩みながらも懸命に努

力を続ける姿が、またベテラン教員からは、現状に

決して満足せず、変化し続ける英語教育を取り巻く

諸事情に真摯に向き合う姿が見て取れる。筆者の使

命はこうした志の高い教員を一人でも多く学校現場

に送り出すことと、学校現場で日々子どもたちと向

き合い、奮闘している教員を支援することであると

考えている。そのためにも現場の教員の意識を共有

し、未来の教員である学生に伝えていくことが必要

である。本研究は、被調査者A及び Bを加え、2024
年７月から８月にかけて対面インタビューを実施し

た上で、考察を深める予定である。 
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除法の筆算学習は必要か 

～見積りの精度を上げる学習を取り入れる～ 

 
日出間 均 

[要旨] 
本論の目的は、「わり算の筆算指導は、現代において必要なのだろうか。」について明らかにするこ

とである。筆算学習ではなく筆算指導と捉えると、技能に位置づけられ、全く必要でないことは明らか

である。では、なぜ今日においても「わり算の筆算学習は必要なのか。」この教材からどんな力を子ど

もたちに付けようとしているのか。ここでは、教員の資格取得を目指す現役大学生の反応（実態）を分

析しながら、２０１６で示した「わり算の筆算指導についての再考」の指導計画の修正を試みた。 

 そもそも筆算は何のために学習するのか。計算技能としてそれに熟達するためというわけにはいか

ない。人工知能（ＡＩ）の飛躍的な進化や電卓・パソコンの普及を考えれば、およそ第４学年で学ん

でいる筆算指導は、筆算学習へと転換し大幅に修正を加える必要がある。「わり算の筆算指導につい

ての再考」（日出間 ２０１６）において分析した結果、以下のことを筆算指導のねらいとして進め

る必要があるという知見が得られている。 

 ① 基本的な計算を基にしてできていることを理解する。 

 ② 見積りを通して豊かな数感覚を養う。 

 ③ 筆算の仕組みを理解できるようにする。 

 ④ 見積りの精度を上げる学習を取り入れる。  

 一つの方策として、一貫したアイデアでわり算１（わる数が１桁の筆算）とわり算２（わる数が２

桁以上の筆算）の指導を進めることが有効である。特に、わり算２（わる数が２桁以上の筆算）の指

導計画に修正を加えることを試みてきた。本研究においては現役大学生の実態を切り口として、上記

の「④見積りの精度を上げる学習を組み入れる」ことが、深い学びに繋がるという知見を得た。その

ことにより、新しい指導計画の作成を提案した。  

 ただし、本論で用いたわり算の筆算学習は、ある一部の小学校、そして大学生からのデータ結果で

あり一般性に欠ける。今後さらに筆算指導から筆算学習へ転換していけるよう、第４年学年の筆算学

習全ての時間について実践研究を通して検証し、数学的な見方・考え方の育成を目指し、これからの

筆算学習の在り方について提案していく。 

                                      【下線 筆者】 
 
 
１１  ははじじめめにに 

 平成２８年１２月２１日付けで公表された中央教

育審議会による「幼稚園、小学校、中学校、高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について」（答申）によると、各教科に

おいては、育成すべき資質・能力の三つの柱を明確

化し、深い学びにつなげていくことが求められてい

る。その際、各教科の特性に応じて育まれる「見方・

考え方」が重要である。算数・数学において、数学

的な見方・考え方の育成は現在においても大きな課

題となっている。 

 数学的な見方・考え方のうち「数学的な見方」と

は、事象を数量や図形及びそれらの関係についての

概念等に着目してその特徴や本質を捉えることであ

る。「目の付け所」「着眼点」といった言葉に置き

換えられよう。また、「数学的な考え方」について

は、目的に応じて数、式、図、表、グラフ等を活用

して、論理的に考え問題解決の過程を振り返るなど

して、既習の知識・技能等を関連付けながら統合的・

発展的に考えることである。 

 算数科では、何十年も前から既習事項を活用して

問題解決を図り、既知と未知の事柄を関連付ける学
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習活動を行っている。いわゆる創造的な活動の連続

である。この連続に不備はないか。改めて問い直す

ことが重要である。 

 伊藤氏（２０１５）は講演の中で、既知と新たな

知識の関連付けということが大変重要であると述べ

ている。この関連付けがよりよく図られると、よく

構造化された知識体系となる。筆算の仕方がよく構

造化された知識として児童の中に組み込まれていく

ことが大切であると述べている。わり算（１）でも

わり算（２）でも、同様なやり方（数学的な見方・

考え方）で説明できるようにしたい。特に、本教材

の価値の一つとしてアルゴリズム化のよさを研究の

中心に位置づける。 

２２  本本研研究究のの目目的的とと方方法法 

 「わり算の筆算指導についての再考」（日出間 

 ２０１６）においては、通常行われている、筆算

指導の問題点と改善策を明らかにした。その上に立

ち、桁数の大きいわり算の筆算の指導計画について

「わり算の筆算指導についての再考２」（日出間 ２

０１９）において提言した。 

 しかしながら、いくつかの小学校で見積りを入れ

た省略無しの筆算を試みたところ、見積り方に大き

な違いが出た。 
   【８６÷２３】 

 
 

 

 

 

 

 

 

【８６÷２３】 

 
 
【４２７÷５】 

 

 

 以上のようにわり算（１）において、被除数を見

積もるときの概数の仕方が分からないケースが多か

った。  

 そこで、本研究では、現役大学生にアンケートし、

その実態からわり算（２）（わる数が２桁以上の筆

算）について捉えなおし、再提案することとした。

省略筆算しか知らない学生に対して、見積りの精度

について考えることにした。 

３３  結結果果とと考考察察 

  調調査査のの結結果果よよりり明明ららかかににななっったた成成果果とと問問題題点点    

ににつついいてて 

      （日出間 ２０１６、２０１９） 参照 

３３－－１１  大大学学生生へへののアアンンケケーートト結結果果 

 ここでは、日本国内の小学校教員養成校Ａ校にお

いて１年生（４０名）を対象としてアンケートを対

面で実施した。 
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３３－－１１  大大学学生生へへののアアンンケケーートト結結果果 

 ここでは、日本国内の小学校教員養成校Ａ校にお

いて１年生（４０名）を対象としてアンケートを対

面で実施した。 

３３－－２２  アアンンケケーートトのの内内容容       
① 「76125÷875」を筆算で解きましょう。 
② 感想を記述しましょう。 
③ 見積りを取り入れ、省略無しの筆算に挑戦して
みましょう。 

④ 省略無しの感想を記述しましょう。 
   ４０名中３９名が正解であった。 

３３－－３３  対対面面にによよるる調調査査実実施施 

３３－－４４  調調査査人人数数  ４４００名名（（100％％））  

 十文字字学園女子大学教育人文学部 

 児童教育学科生（１年）   
以下に調査結果を示す 

３３－－５５   ７７６６１１２２５５÷÷８８７７をを筆筆算算でで解解くく  

 ９８％の学生が正解。 
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図３ 解きやすさ 

    ４０名中３８名の学生が、見積もってから進め
る省略無しの筆算の方が「解きやすい」と回答して

いた。今まで一度もやったことがない方法を受け入

れたのには、驚いた。簡単だからというよりは、計

算の意味がよく分かるということなのだろう。省略

筆算で答えは出せても、あまり解く楽しさを味わっ

ていない。途中の意味については、国の学力学習状

況調査結果からも明らかである。 
以下具体的な学生の声を上げる。省略筆算から省略

無しの筆算へ移ったときの感想を矢印で示してあ

る。 

【解いてみての感想】 

○数が大きいとどの位からはじめればよいか分から

ない⇒はじめ理解するのに時間がかかったが、理解

したら計算しやすい 

桁が多くて嫌だと思った⇒およその数を決めておく

ことで、何で割ったらよいのか、予測を立てること

ができる 

○計算自体が嫌い⇒答えの数字の意味がよく分かる

から楽しい 

○数が大きくて難しそうに見えた⇒はじめより計算

が楽、およその数が分かりながら計算するのとしな

いのでは、かなり違うと思う 

○桁数が増えても、省略筆算の方が慣れている⇒今

までのやり方の方が簡単 

○位が大きいので色々考えないといけない⇒およそ

の数にすると計算しやすく、このやり方は消化して

いく感じで面白い 

○３桁になると大変⇒およその商を立てる方がきち

んと根拠があり分かりやすい  

○電卓使いたい⇒何も無しでただ筆算して計算した

ときと比べ、だいぶ楽になった 

○商の位を見つけるのが大変だった⇒見積りを出す

方が楽だけど見積り方は人によって異なる。 

○はじめに被除数「７６１２５」の「７６」と除数

「８７５」の「８」を見て、「９」が立つと判断し

たが「９」を入れたら大混乱した⇒大体の数字に見

積もってから商を立てるとすごく分かりやすい。最

初に何をどこに入れればよいのか迷っている子に

は、数字を見積もってから、定着させたい。 

○面倒だ⇒そのときそのときの感覚で解いたが、何

度もやり直すことが多かった。 

 

 以上の感想から、76125÷87 の筆算の手順は説明
できるが、それはとても形式的な解き方であり、根

拠をもって筋道立てて理解できていない。 

 特に、はじめに何のくらいに商が立つか、中々見

つからない学生が多かった。試行錯誤しながら 

解いているのが観察できた。 

 中には「８７５×１０＝８７５０」「８７５×１

００＝８７５００」「８７５００×９０」「８７５

００×８０」と念頭で考えた学生や手隠し方で解く

学生が多かった。省略無しの筆算をする学生は０人

であった。 

 念頭で色々計算しながら、商を導くといった 学

生が多かった。これでは、桁数の大きい数への拡張

は難しい。 

 

２２  改改善善ののたためめのの手手立立てて 

２－１－１ 見積りの精度を上げる学習 

７６１２５÷８７５において、７６１２５を８０

０００とするか７６０００とするかで見積り方が変

わってくる。知識の拡げ方（アルゴリズム化）を習
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の数にすると計算しやすく、このやり方は消化して

いく感じで面白い 

○３桁になると大変⇒およその商を立てる方がきち

んと根拠があり分かりやすい  

○電卓使いたい⇒何も無しでただ筆算して計算した

ときと比べ、だいぶ楽になった 

○商の位を見つけるのが大変だった⇒見積りを出す

方が楽だけど見積り方は人によって異なる。 

○はじめに被除数「７６１２５」の「７６」と除数

「８７５」の「８」を見て、「９」が立つと判断し

たが「９」を入れたら大混乱した⇒大体の数字に見

積もってから商を立てるとすごく分かりやすい。最

初に何をどこに入れればよいのか迷っている子に

は、数字を見積もってから、定着させたい。 

○面倒だ⇒そのときそのときの感覚で解いたが、何

度もやり直すことが多かった。 

 

 以上の感想から、76125÷87 の筆算の手順は説明
できるが、それはとても形式的な解き方であり、根

拠をもって筋道立てて理解できていない。 

 特に、はじめに何のくらいに商が立つか、中々見

つからない学生が多かった。試行錯誤しながら 

解いているのが観察できた。 

 中には「８７５×１０＝８７５０」「８７５×１

００＝８７５００」「８７５００×９０」「８７５

００×８０」と念頭で考えた学生や手隠し方で解く

学生が多かった。省略無しの筆算をする学生は０人

であった。 

 念頭で色々計算しながら、商を導くといった 学

生が多かった。これでは、桁数の大きい数への拡張

は難しい。 

 

２２  改改善善ののたためめのの手手立立てて 

２－１－１ 見積りの精度を上げる学習 

７６１２５÷８７５において、７６１２５を８０

０００とするか７６０００とするかで見積り方が変

わってくる。知識の拡げ方（アルゴリズム化）を習

得させることを筆算づくりの学習の大きなねらいと

するには、筆算指導から筆算学習への大きな転換が

必要である。つまり現状のままであれば、は必要と

は言えない。また、この筆算学習に切り替え、「見

積りの精度を上げる学習」を取り入れることで、深

い学びへと変貌していく。つまり、指導計画に組み

入れることにより、見積る力を向上させることがで

きる。 

      （日出間 ２０１６ ２０１９ ） 

  【見積もる力の向上】 

  だいたい何十か考えるなどの大まかな見積りができ
ればよいとする。 

  このように見積りを利用して計算すると次のようなよい

点が挙げられる。 

    （２０１６ 日出間 ２０１９ 日出間） 

(ア) 桁数が増えても商を立てるときに何の位かが同
じように分かり、数感覚を養うことができる。 

(イ) わり算の計算の過程を理解して計算するので   

桁数が仮に増えても既習を生かして計算するこ

とができる。 

(ウ) 仮商を立てる時に、見当をつけて筆算すること
ができるので、÷２位数の学習にも活され仮商   

修正が容易になる。 

(エ) 見積りをしたことで、桁数を間違えるなどの計    

算の大きな誤りを防ぐことができる。 

  除法が乗法の逆演算であることや見積りの計算など

がよく理解できている児童は、わり算の筆算を作ってい

くとき、見積りの計算から考えていくことが多い。その方

が簡単にうまくいくことに気付くのである。このような見

積りができると、除数が 2 位数のわり算でも同じ考え方

が使え、解決できる。これは、桁数がさらに増えても同

様に考えられる。そして、ここでの学習は、５年生で学

習する「小数のわり算」の計算にも生かされるのである。 

 またここで扱う筆算形式は、わり算の計算の意味と筆

算の仕組みがよりよくわかるようにするために、省略な

しの形を基本とする。どんな計算をしたのかがわかるよ

うに、かけ算の式を横に書くようにする。これを基に、児

童の理解の段階に沿って、児童がより洗練された形へ

と高めていくことができる。 

４４－－５５  具具体体的的なな実実践践（（見見積積りりのの精精度度をを上上げげるる学学習習

をを取取りり入入れれるる）） 

 第１時 何十でわる計算の仕方 

 第２時 除法について成り立つ性質 

 第３時 ８４÷２１の筆算の仕方 

 第４時 ８７÷２１の筆算の仕方（あまり） 

 第５時 商の立て方（見つけ方）深める学習 

 第６時 ２位数÷２位数の筆算で加商修正の仕     

方 

     「商の見つけ方」による２位数÷２位     

数の筆算の仕方 

 第７～  ２位数÷２位数の筆算で加商修正の仕     

方 

 第９時 ３位数÷２位数＝１位数の筆算の仕方 

 第 10時 ３位数÷２位数＝２位数の筆算の仕方 

  第 12時 ３位数÷３位数の筆算の仕方 

  第 13時 学習内容の振り返りと習熟・発展 

【見積りの精度を上げる学習を取り入れた指導計画

の詳細】 

 
  なぜ商は小さくなってしまったのか。 

 ⇒ ９３は９０、１８は２０というように被除数は
下げて、除数を上げている。   

 

 過大商の修正の仕方を学ぶだけでなく、なぜ過大

商になってしまったのかを話し合うことで理解が深

まる。 

 以上のような筆算を児童同士の学び合いの中から

出させる。 

 ８４÷２１は修正無しだが、９３÷１８や８６÷

２３ はどうして修正が必要となったのか、考えるこ
とが大切である。 

 ３つの場合を比べて見る。 

    ８４÷２１ ８０÷２０だから ↓  ↓ 

   ９３÷１８  ９０÷２０だから ↓  ↑ 

８６÷２３ ９０÷２０だから  ↑ ↓ 

つまり、除数、被除数ともに切り上げたり切り 
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り捨てたりしたときは修正は出にくいが、別方 

向の場合は、差が大きくなるので修正するケース

が多くなる。 

数の大きさによって柔軟に見積もる数を変える 

ことができると、修正も少なくなる。 

９３は切り捨て小さくなり、１８は切り上げ 

大きくなっている。  

 

 

 

 

 

なぜ、過小商になってしまったのか。第７時と同様

に、この場面を全体で取り上げ、この後どのように

していったらよいか話し合わせる。小さかったら大

きく、大きかったら小さくすればよいことに前時と

関連付けて気づかせる。 

特に４５÷１８を導き５０÷２０として計算する

ことの理由について話し合う。そして、以下を導く。 

 

 

 

【見積りの精度を上げる学習】 

 ５８５÷１８について考えてみる。 

６００÷２０とするか ５９０÷２０とするかで 

変わってくる。１８を１０倍すると１８０だから 

百の位で見積もる。 

      ５８５÷１８ 

６００÷２０＝６０÷２ 

 

  第７時と同様に、この場面を全体で取り上げ、こ
の後どのようにしていったらよいか話し合わせる。

小さかったら大きく、大きかったら小さくすればよ

いことに前時と関連付けて気づかせる。 

特に４５÷１８を導き５０÷２０として計算する

ことの理由について話し合う。そして、以下を導く。

商の位取りと被除数の位取りを一致させる。このア

イデアは、非常に巧みである。（伊藤 2008） 
また、除数の丸め方を統一し、どんなに除数、被

除数が大きくなっても同じ考え方で商が出せる（ア

ルゴリズム化のよさ）。この素晴らしさを子供たち
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  第７時と同様に、この場面を全体で取り上げ、こ
の後どのようにしていったらよいか話し合わせる。

小さかったら大きく、大きかったら小さくすればよ

いことに前時と関連付けて気づかせる。 

特に４５÷１８を導き５０÷２０として計算する

ことの理由について話し合う。そして、以下を導く。

商の位取りと被除数の位取りを一致させる。このア

イデアは、非常に巧みである。（伊藤 2008） 
また、除数の丸め方を統一し、どんなに除数、被

除数が大きくなっても同じ考え方で商が出せる（ア

ルゴリズム化のよさ）。この素晴らしさを子供たち

に味わってほしい。大学生でも感動する生徒が何人

もいたのも驚きである。（図３ 参照） 

さらに、除数は、いつも上から１桁で四捨五入する

ことで、暗算で仮商が立てられるようになっている。

被除数は、異なる。除数の大きさにより「何百立つ

か」「何十立つか」を見分けることとなる。 

例えば、「７８４÷３２」であれば以下のようにな

る。 

 

 

 

除数が３位数になっても、見積りの精度については

話し合うようにする。 

 

 

 

 

 

 

１２８をおよそ１３０と見積もるか１００と見積

もるかについて、見積りの精度の観点から、話し合

う。 

 わる数「２９」は「３０」となり、商は１桁とな

り何十はとれない。 

 従って「１２８」はおよそ何百ではなく、何十と

れることになる。つまり」「１２８」はおよそ何十

と見積もる方が、見積りの精度が上がり、修正の回

数も減ることが予想される。 

 第第５５時時  ３３位位数数÷÷２２位位数数のの多多様様なな場場合合のの仮仮商商修修          

正正のの仕仕方方 

 以下のように明らかに１０が立たないときは９か

ら考えればよいことに、学習を進めながら気付かせ

る。 

 ☆被除数が２位数の時と同じように筆算できるこ
とに気付かせる。 

  つまり、単元を通して、児童がつまずいたり、 

  意味が分からない場合は、その都度話し合っていく
ようにする。 
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子どもの意見として、６０００÷９００とすると、

小さくしたものを大きくすると見積りの精度が悪く

なる。６０００÷９００としたならば、商が小さく

なることを予想し、商を「６」から「７」に変更し

て進めるという柔軟さがあってもよい。 

  最初のアンケートの結果から、７６１２５÷８７
５において、 

 ７６０００÷９００＝７６０÷９＞８０より、 

８０が立つと説明できる学生は、２割（８人）程度

であった。筆算学習の本当の楽しさを大事にしてい

きたい。 

 

 

 また、国立教育政策研究所 平成１８年７月 調査
結果の以下の問題を活用することも大事である 。 
  

 

【国立教育政策研究所 平成１８年７月 調査結果】 
 

  正答率２４．３％であり、大変低い。形式的な部
分だけでなく、意味を説明できるようにすることで、

この教材は生きてくる。 

 

５５  考考察察 

 本研究から次の２点が明らかになった。 

（１）第４学年、「わり算」の指導では、一貫した

考えで学習を進めることが大切である。最近になっ
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  正答率２４．３％であり、大変低い。形式的な部
分だけでなく、意味を説明できるようにすることで、

この教材は生きてくる。 

 

５５  考考察察 

 本研究から次の２点が明らかになった。 

（１）第４学年、「わり算」の指導では、一貫した

考えで学習を進めることが大切である。最近になっ

て、子供たちが計算する数の範囲は被除数は３桁、

除数は２桁となり、桁数が半分以下になっている。

このことは、ただ単に計算の範囲が簡単になったと

いうのではなく、計算技能はもはやそれほど重要で

はなくなりつつあり、複雑な計算は電卓やパソコン

を使えばよいと考えべきであろう。むしろ本研究で

スポットを当てた見積りの仕方を学び、筆算アルゴ

リズムを作る過程で十進位取り記数法や演算法則な

どの簡単な原理だけを基にして次々により複雑なも

のを構築できる、という数学的な見方・考え方を身

に付けることが重要である。つまり原理や法則（性

質）のもつ価値を知り一般化へと進む。まさに数学

的な見方・考え方を育成しようとした時、形式的な

筆算指導では児童にとって物足りない。意味理解も

困難になる。児童の学びを大切にし、児童から出た

問い、例えば「およその商が見つからない時はどう

しよう」「商が小さかったらどうしよう」「商が大

きかったらどうしよう」「桁数が大きくなっても同

じように筆算できるのかな」などを問題解決の課題

として取り上げることが有効である。まさに「問い」

から「問い」へと進む学習である。 

 

（２）筆算指導でなく、筆算学習の価値を以下の  

３点としながらも、深い学びへの授業改善と  し

て、さらに④と⑤を付け加え、提案する。 

① 基本的な計算を基にしてできていることを理
解する。 

② 見積りを通して豊かな数感覚を養う。 

③ 筆算の仕組みを理解できるようにする。 

④ 知識の拡げ方（アルゴリズム化）を習得す   

る。 

⑤ 「見積りの精度を上げる学習」を指導計画   

に取り入れる。   

６６  今今後後のの課課題題 

（１）今回の研究で明らかになった、アルゴリズム  

化と見積りの精度の学習は、筆算学習の醍醐味

であり、価値あるものとして広めていきたい。 

（２）本研究で提案した指導計画を基に、見積りの精

度についての授業研究を試み、さらに検証を深

め、本当の意味で筆算学習（計算練習）が楽し

いと思える授業を創っていきたい。 

（３）児童の数学的な見方・考え方の育成に向けた筆

算学習の成果を明確にし、今後も価値ある先哲

の教材として位置づける。くれぐれも、やり方

を教えて、数多く筆算させる学習は、今の時代

に適さない。考える楽しさを味わえる教材であ

り、アルゴリズム化の価値をさらに明らかにし

ていきたい。 

  

【引用・参考文献】 
・伊藤説朗『算数科の未来型学力＝思考力・表現力

を育てる 
・十文字学園女子大学 人間生活学部 児童教育学

科（２０１６）『児童 教育実践研究』第１０巻第

１号  
・日出間均 『わり算の筆算指導についての再考』 
 十文字学園女子大学 人間生活学部 児童教育学

科（２０１６）『児童 教育実践研究』第１０巻第

１号  
・日出間均 『わり算の筆算指導についての再考２』 
 十文字学園女子大学 教育人文学部 児童教育学

科（２０１９）『児童 教育実践研究』第１３巻第

１号 
・文部科学省 中央教育審議会（2017） 『幼稚園、
小学校、中学校、 高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等 について』

（答申） 
  東京フェスム支部（2016） 現行の算数指導の“こ
こが問題だ！”  新しい算数研究 11月号  新算

数教育研究会編集 東洋館 
・伊藤説朗（2016）『これからの算数教育への期待』
新座市立野寺小学校での講演  
・石川駿彦（2015）所沢市立北秋津小学校 校内研

修 『第４学年２組 指導案』 
・日本数学教育学会（1992）『算数教育指導用語辞
典』新数社 
・文部科学省（2008）『小学校学習指導要領解説算
数編』東洋館出版社 
・入間地区算数数学教育研究会（2015）『入間地区
算数・数学科学力調査 報告書』入間地区算数数学

教育研究会 
・藤井他（2015）『新編 あたらしいさんすう ２

～４』東京書籍 

― 98 ―

除法の筆算学習は必要か




